
○事業概要（新規性、市場性等）

・ ㈱エーシーエム北海道は、新たなバッテリー再生技術を確立すべく北海道工業大学の北守、岸両

研究室との共同研究に着手、バッテリー内の化学反応により精製される硫酸鉛がもたらす劣化及

びその除去方法に独自の理論を確立するとともに、再生バッテリーに注入される再生液を独自開発

し、高精度な再生方法の実現に至った。

・本事業は、劣化バッテリーの受け入れから再生、性能評価から短期間での納入、保証期間の設定

及びアフターサービスまでを網羅した顧客満足度の高いバッテリー再生事業を行い、併せて再生拠

点の整備を進めることにより、バッテリー再生事業の面的展開を図るものである。

北海道工業大学

バッテリー再生技術、再
生液研究のデータ取得

バッテリーの選別、再生

事業名：新システムによる高精度なバッテリー再生事業の展開

地域 北海道江別市 認定日 平成２１年８月５日 １－２１－０５３

事業分類 サービス（廃棄物処理業） テーマ分類 リサイクル

連携体の構成

事業推進体制

㈱福野システム
（帯広市）
・バッテリー再生装置の設計開発

再生装置の開発、製造

コア企業：㈱エーシーエム
北海道（江別市）
・バッテリー再生技術の実証

・再生システムの販売

北海道職業能力
開発大学校

北海道工業大学

再生履歴の自動出力シス
テムやデータベース化等

再生技術、再生液の研究

①補助金
②信用保証の特例
③低利融資

支援予定メニュー

・バッテリ 再生装置の設計開発、

製造

北守一隆、岸政美（北海道工業
大学教授）
（札幌市）
・バッテリー再生技術、再生液の研

究開発

不良セルの
識別と交換

新再生液
注入

充電
（劣化情況に応じた
再生電流）

測定
（電圧、比重
放電時間）

最終充電
（普通電流）冷却

自動

放電冷却

電圧の安定CLEAN-X 平均17時間の
連続高速充電

②

④⑤

③「サルフェーション除去とバッテリー回復」 当該作業を１回のみ実施(自動化)

所要日数
①～②： 約１日（８時間）
③ ： 約１～２日（２４時間）
④～⑤： 約１日（５時間）

合計： 約３～４日（３７時間）

①

従来の方式に
比べ１／２以下
に短縮を実現


